
JPGCA （⽇本プロゴルフ指導者協会）NO1 

Japan pro golf coaches association 

 

「⼦どもたちに、ゴルフを通じて⼈への気配りができる、思いやりを持った⼈に育ってほしい。」そんな願いから
JPGCA ではジュニアでは様々なプログラムを実施しております。またジュニアでは、アメリカのプロゴルファーが 

6年の歳⽉を費やして開発した「スナッグゴルフ」。⼦供から⾼齢者まで、ゴルフ初⼼者から上級者まで、 
屋外でも屋内でも、健常者も障害者も、安全に、正しく、誰もが楽しむ事が出来る⽣涯スポーツにも⼒を⼊れ 
レッスン会を定期的に⾏っております。 

 

1. 障がい者ゴルフとは？ 
2. デフゴルフ 
3. 障がい者ゴルフ 
4. とうきょう福祉ナビゲーション 

 

1 障がい者ゴルフとは？ 
他のパラリンピック競技と同じように、体にハンデを背負った⼈たちが⾏うゴルフです。 

⽇本国内には障がい者ゴルフの団体がいくつかあります。 

過去には⽇本で障がい者ゴルフの世界⼤会が⾏われたこともあります。 

障がい者ゴルフは 2つに分類されます。 

 

2 デフゴルフ 
 

聴覚障がい者の⽅々か⾏うのがデフゴルフです。 
打球の⾳や、平衡感覚が取りづらいという話を聞きます。 
NPO法⼈⽇本デフゴルフ協会が中⼼となってデフゴルフの発展に取り組んでいます。 
 
3 障がい者ゴルフ 
 
聴覚以外の⾝体障がい者が⾏うのが障がい者ゴルフです。 
上肢、下肢の喪失、⾝体マヒ、視覚障がい者などはこちらの障がい者ゴルフをプレーすることになります。 
下半⾝に障がいがある⽅はゴルフ専⽤の⾞椅⼦を使⽤したり、視覚障がいのある⽅は⽬標⽅向やボールの位置を
教えてくれる補助役の⼈とペアでプレーしたりと様々な障がいに対応した形を柔軟に採⽤しています。 
障がい者ゴルフの普及に務める主な団体は⽇本には 4つあります。 
⽇本障害者ゴルフ協会、⽇本障害者ゴルフ選⼿会、ジャパン・ハンディキャップゴルフ協会、⽇本ザ・チャレン
ジドゴルフ協会の 4団体です。 
 

4 とうきょう福祉ナビゲーション 
 

児童養護施設⼊所者の児童及び⽣徒を対象とし、ゴルフという選択肢を提供し、⼦どもたちにゴルフを通じて 
⼈への気配りができる、思いやりを持った⼈に育ってほしい気持ちを前提に、指導して参ります。 

 

https://gridge.info/article/lifestyle/detail.php?id=7605#index_0_1
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https://gridge.info/article/lifestyle/detail.php?id=7605#index_0_3
https://gridge.info/article/lifestyle/detail.php?id=7605#index_0_1
https://gridge.info/article/lifestyle/detail.php?id=7605#index_0_2
https://gridge.info/article/lifestyle/detail.php?id=7605#index_0_3


ライセンス取得募集要項 
 

▶受講資格 

◎ 満 16歳以上の男⼥（18歳未満の⽅で学⽣の⽅は保護者の同意書が必要です。） 

◎ 国籍は問いません。 

◎ ハンディーキャップ 12以下の実⼒を有するもの。 

◎ マナールールを遵守する精神を持つ、⼼⾝とも健全なゴルファーであること。 

◎ 所属先（勤務先）の推薦状、学⽣の⽅は学校の推薦状 

 

▶諸費用 
◎ エントリーテスト代⾦ ¥33,000 （税込）学科講習 

◎ ラウンド審査        ¥11,000 （税込）別途プレイフィー等が必要になります。 

◎ ⼊会⾦           ¥110,000（税込） 

◎ ライセンス認証発⾏⼿数料  ¥33,000 （税込） 

◎ 年会費           ¥22,000 （税込） 

合計 ￥220.000（税込）     1/31 迄⼊会者 ￥180.000 

 

 

東京趣味令処んごるふくらぶ    Swing Network         ゴルフ⼩屋              

                         

      

特別アドバイザー   ⽶⽥ 博史（PGA ティーチング A級）   

顧問   岩﨑 崇則（PGAツアープロ）PGA ティーチング B級） 

顧問   茂泉 芳道（PGMプロフェッショナル）（アプローチ＆パッテングプロコーチ） 

代表   中⼭ 政弘（N.G.F ティーチングプロ協会）（パターコーチ）スナッグゴルフ指導員 

理事   三宅 未来（プロコーチ） 

理事   ⻑⾕川笑美（プロコーチ） 

総務部⻑ 野⽥マリエ（プロコーチ）    

 

 

上記の役員で運営し、PGA LPGA NGF JIPGA所属プロ６８名で構成し、地域のゴルフ活性化と 

福祉活動並びにジュニア育成に従事し、ゴルフを通し社会貢献活動を⾏ってまいります。 

 

 質問 お問い合わせ 

 

kohbohdaisi774@yahoo.co.jp     中⼭政弘   090-5875-5000 

ライセンス取得指定校 

mailto:kohbohdaisi774@yahoo.co.jp


      JPGCA      （⽇本プロゴルフ指導者協会）                  

Japan pro golf coaches association 

                     ⼊会申込書 

⽒名                     住所                          
カナ                               カナ                                      
 
ライン：ニックネーム  ：                  メールアドレス                                
ローマ字（⼤⽂字） ⽒               名                ⽣年⽉⽇       
年   ⽉   ⽇ 
ゴルフ歴   年  ハンディキャップ H      
所属レッスン場                  
!"#$%                                携帯番号                      
 
所有⾞    あり   なし               ⾞ありの⽅ 乗⾞⼈数       キャディバッ
ク積込数       
 
⾞なしの⽅ ピックアプ住所                            

指導者厳守事項 
  チェクインは原則としてスタート 1 時間前に 
  ゴルフ場到着時間（ポーターさん）への挨拶 
  チェクイン後、初めてプレーする場合のみ、⽀配⼈への挨拶（マスター室挨拶も含む） 
  ドレスコードを求めるゴルフ場への対応をお願いします 
  同伴者への配慮（スタート挨拶 ホールアウト後挨拶）はもちろん、スコアーの出来で周りを不愉快にさせ
ない事 
  打ち込み防⽌厳守（スキルにあった距離と感覚で、キャリー50Y以内は NG） 
  キャディーさんへの暴⾔（敬語で話すように⼼掛けるのが⼀番） 
  レッスンであっても前の組と離れないよう 
  フェアーウエイのディボット補修 グリーンのボールマーク補修 
  喫煙所以外での喫煙禁⽌ 
  スロープレー禁⽌（素振り 3 回以上 NG） 
  エンジョイゴルフの場合、主催者のルールに従う 
  ピックアップ料⾦ 往復 150Kまでは￥4.000 それ以上は￥5.000とする（2025〜） 
  過少申告常習者、ゴルフをエンジョイ出来ないゲストをエントリーしない事 
  上記記載漏れはあるかと思いますが、ゴルファーとしての原則を忘れてはならない 
 

□ 協会を脱退する場合はライセンカード返却いたします 
□ 年 2 回開催の競技会に 1 回は参加する（新ぺり） 
□ 苦情 トラブルは総務部迄 
□ 上記を理解し JPGCA に入会いたします 

                             ⽒名                         
 
 



JPGCA      （⽇本プロゴルフ指導者協会）NO２ 

Japan pro golf coaches association 

1 設立、沿革 

ゴルフ界を健全な発展に導くためには、これらを改善し「マナー・エチケット」 

を重視したグッド・プレーヤーを育成する指導者の養成が 

当⾯の課題として翌 2020 年から講習会を開催し、 

今⽇（3 期⽣） に及んでいます。 

 

２事業内容 
 Ｕ．Ｓ．プロコーチが開発した教育メソッドにより教育及び公益事業を展開中  

☆ ゴルフ指導者養成講習会の開催 

  （１）プロの部 

    「指導者プロフェショナル」コース 

     現在ゴルフを職業とする者及び将来プロを志す者 

  （２）アマチュアの部 

    「上級アマチュアゴルフ指導員」コース 

     将来ともアマチュア在籍でボランティア活動を通じ 

     地域社会の活動を志す者 

    「アマチュアゴルフ場上級管理指導員」コース 

     ゴルフ場経営者 及び⽀配⼈、競技担当者 

☆ ボランティア活動の側⾯⽀援  ☆ ゴルフ研修、講習会に講師派遣 

３ JPGCA 指導⽅針 

  初期に発表された教育メソッド（ゲーリー・ワーレン博⼠による⾶球法則、 

エド・コットレル博⼠によるシンプルに整理されたスイング原理）が世界中 

から注⽬を浴びたものを継承するものとする。 

しかしながら指導⽅法は年々変化し、プロ、アマチアを問わず活躍されていた 

⽅々の⾼年齢化、近年のジュニアの活躍に伴いティーチングプロもコーチも 

「新たな時代」が訪れたと認識せざるを得ないと思われます。 

 

4 JPGCA の授業とゴルフ教育プログラムの提供 

ゴルフを健全な⽣涯スポーツとして普及させるため、 
JPGCAは最⾼指導スタッフを編成し、教育プログラムの 
製作やサービスの提供を⾏っています。 

 

 JPGCA （⽇本プロゴルフ指導者協会）  承認印 

Japan pro golf coaches association 

                            ⽒名                  印 


